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上
博
楚
簡

『
鬼
神
之
明
』

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
（
上
海
古

籍
出
版
社
・
ニ

0
0
五
年
十
二
月
）
に
は
、
『
墨
子
』
の
侠
文
と
見

ら
れ
る
『
鬼
神
之
明
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
や
上
博

楚
簡
な
ど
の
戦
国
楚
簡
か
ら
、
墨
家
に
関
す
る
文
献
が
出
て
き
た

の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
『
鬼
神
之
明
』

の
発
見
が
墨
家
思
想
の
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
曹
を
与
え
る
の
か

を
考
察
し
て
み
た
い
。

『
鬼
神
之
明
』
の
現
存
す
る
竹
簡
は
五
枚
で
あ
る
。
た
だ
し
『
鬼

神
之
明
』
は
、
第
五
簡
上
段
の
途
中
に
記
さ
れ
た
墨
節
の
前
で
終

わ
っ
て
お
り
、
墨
節
の
下
に
は
『
融
師
有
成
氏
』
と
命
名
さ
れ
た

別
の
篇
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
簡
•
第
二
簡
•
第
四
簡
•
第
五

簡
は
上
段
と
下
段
を
綴
合
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
第
一
簡
•
第

二
簡
は
文
字
に
欠
損
の
な
い
整
簡
で
、
第
四
簡
は
上
端
に
五
字
分
、

と

『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0

0

 
6
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十

第
五
簡
は
上
端
に
四
字
分
の
残
欠
が
あ
る
。
ま
た
第
三
簡
は
中
折

れ
し
て
い
な
い
連
続
し
た
簡
で
あ
る
が
、
上
端
に
五
字
分
の
残
欠

が
あ
る
。
た
だ
し
第
三
簡
•
第
四
簡
•
第
五
簡
の
残
欠
部
分
は
、

前
後
の
文
脈
か
ら
文
字
が
推
定
で
き
る
の
で
、
実
質
的
に
欠
損
部

分
は
す
べ
て
解
消
さ
れ
る
。
第
一
簡
は
篇
の
本
来
の
首
簡
で
は
な

く
、
そ
の
前
に
文
章
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
こ

と
に
欠
失
し
て
い
る
。

第
一
簡
の
途
中
に
八
字
分
程
度
の
留
白
が
あ
る
。
こ
れ
は
篇
全

体
を
書
写
し
終
わ
っ
た
後
に
、
こ
の
部
分
が
誤
写
だ
っ
た
こ
と
に

気
付
き
、
削
除
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
留
白
部
分
の

前
と
後
は
、
そ
の
ま
ま
文
意
が
接
続
す
る
。
ま
た
第
二
簡
の
墨
節

を
付
し
た
箇
所
に
脱
落
部
分
が
あ
る
。
や
は
り
篇
全
体
を
書
写
し

終
わ
っ
た
後
に
誤
り
に
気
付
い
た
た
め
、
当
該
箇
所
に
墨
節
を
付

し
た
う
え
で
、
第
二
簡
の
背
に
脱
落
し
た
文
章
を
補
写
し
て
あ
る
。

簡
長
は
『
融
師
有
成
氏
』
の
完
簡
で
五
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

『
墨
子
』

号〉

明
鬼
論

平
成
十
八
年
十
二
月
三
七
ー
五
五
頁

浅

野

裕
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あ
る
。
編
餞
は
三
道
。
残
存
す
る
文
字
数
は
百
九
十
七
字
で
あ
る
。

初
め
に
『
鬼
神
之
明
』
の
原
文
と
書
き
下
し
、
及
び
現
代
語
訳

を
示
し
て
置
く
。

今
夫
鬼
紳
有
所
明
有
所
不
明
、
則
以
其
賞
善
罰
暴
也
。
昔
者

党
舜
萬
湯
、
仁
義
聖
智
、
天
下
法
之
。
此
以
貴
為
天
子
、
」

1

富
有
天
下
、
長
年
有
署
、
後
世
述
之
、
則
鬼
紳
之
賞
、
此

明
突
。
及
架
受
幽
属
、
焚
（
債
）
聖
人
、
殺
諫
者
、
賊
百
姓
、

乱
邦
家
。
一
〔
此
以
架
折
於
一
恐
山
、
而
受
首
於
岐
祉
、
〕
身
不

没
為
天
下
笑
、
則
鬼
」

2

【
紳
之
罰
、
此
明
】
突
。
及
伍
子

脊
者
、
天
下
之
聖
人
也
、
鴎
夷
而
死
。
榮
夷
公
者
、
天
下
之

乱
人
也
、
長
年
而
没
。
汝
以
此
詰
之
、
則
善
者
或
不
賞
、
而

暴」

3

【
者
或
不
罰
、
故
】
吾
因
嘉
。
鬼
紳
不
明
、
則
必
有

故
。
其
力
能
至
焉
而
弗
為
乎
。
吾
弗
知
也
。
意
其
力
故
不
能

至
焉
乎
。
吾
或
弗
知
也
。
此
雨
者
岐
。
吾
故
」

4

【
日
、
鬼

紳
有
】
所
明
有
所
不
明
。
此
之
謂
乎
。
一

今
夫
れ
鬼
神
に
明
な
る
所
有
り
不
明
な
る
所
有
り
と
す
る
は
、

則
ち
其
の
善
を
賞
し
暴
を
罰
す
る
を
以
て
な
り
。
昔
え
党
・

舜
•
萬
•
湯
は
、
仁
義
聖
智
に
し
て
、
天
下
は
之
に
法
る
。

此
を
以
て
貴
き
こ
と
天
子
と
為
り
、
富
む
こ
と
天
下
を
有
ち
、

長
年
誉
有
り
て
、
後
世
之
を
述
ぶ
れ
ば
、
則
ち
鬼
神
の
賞
す

る
は
、
此
れ
明
ら
か
な
り
。
架
・
受
・
幽
・
腐
に
及
び
て
は
、

こ
ろ

聖
人
を
債
し
、
諌
む
る
者
を
殺
し
、
百
姓
を
賊
し
、
邦
家
を

乱
す
。
此
を
以
て
架
は
一
納
山
に
折
ら
れ
て
、
受
は
岐
社
に
首

か
け
ら
れ
、
身
没
せ
ず
し
て
天
下
の
笑
い
と
為
ら
ば
、
則
ち

鬼
神
の
罰
す
る
は
、
此
れ
明
ら
か
な
り
。
伍
子
脊
に
及
び
て

は
、
天
下
の
聖
人
な
る
に
、
鴎
夷
せ
ら
れ
て
死
せ
り
。
栄
夷

公
は
、
天
下
の
乱
人
な
る
に
、
長
年
に
し
て
没
せ
り
。
汝
此

と

を
以
て
之
を
詰
わ
ば
、
則
ち
善
な
る
者
も
賞
せ
ら
れ
ざ
る
こ

あ

す

な

わ

と
或
り
て
、
暴
な
る
者
も
罰
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
或
る
は
、
故
ち

よ
み

吾
も
因
り
て
嘉
す
。
鬼
神
の
明
な
ら
ざ
る
は
、
則
ち
必
ず
故

こ
こ

有
ら
ん
。
其
の
力
は
能
＜
焉
に
至
る
も
為
さ
ざ
り
し
か
。
吾

は
知
ら
ざ
る
な
り
。
意
う
に
其
の
力
故
よ
り
焉
に
至
る
こ
と

能
わ
ざ
り
し
か
。
吾
は
知
ら
ざ
る
こ
と
或
る
な
り
。
此
の
両

わ
か

者
は
岐
る
。
吾
故
ち
日
く
、
鬼
神
に
明
な
る
所
有
り
不
明
な

る
所
有
り
と
。
此
の
謂
な
る
か
。

そ
も
そ
も
私
が
鬼
神
に
は
明
な
る
場
合
と
不
明
な
る
場
合

が
あ
る
と
考
え
た
理
由
は
、
鬼
神
が
善
を
賞
し
暴
を
罰
す
る

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
昔
、
発
・
舜
•
萬
•
湯
は
、

仁
義
聖
智
で
あ
っ
て
、
天
下
中
の
人
々
が
規
範
と
仰
い
だ
。

そ
こ
で
彼
ら
は
身
分
が
高
い
こ
と
は
天
子
の
地
位
に
就
き
、

富
裕
な
こ
と
は
天
下
全
体
を
所
有
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
名

(38) 



誉
を
維
持
し
続
け
、
後
世
ま
で
そ
の
偉
大
さ
が
語
り
継
が
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
鬼
神
が
善
を
賞
す
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。

架
・
受
・
幽
・
腐
に
及
ぶ
や
、
聖
人
を
殺
し
、
諌
め
る
者

を
殺
し
、
百
姓
を
残
虐
に
取
り
扱
い
、
国
家
を
混
乱
に
陥
れ

た
。
そ
の
た
め
架
は
一
隔
山
で
胴
体
を
真
っ
二
つ
に
断
ち
切
ら

れ
、
受
は
岐
社
に
首
を
曝
さ
れ
、
天
寿
を
全
う
で
き
ず
に
天

下
中
の
笑
い
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
鬼
神
が

暴
を
罰
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
伍
子
晋
に
至
る
と
、
天
下
の
聖
人
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
革
袋
に
入
れ
ら
れ
て
川
に
流
さ
れ
る
と
の
最

期
を
迎
え
た
。
栄
夷
公
は
天
下
の
乱
人
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
長
寿
を
保
っ
て
死
ん
だ
。
あ
な
た
が
こ
う
し
た
実
例

を
挙
げ
て
私
に
問
う
の
で
あ
れ
ば
、
善
人
も
鬼
神
に
賞
せ
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
暴
人
も
鬼
神
に
罰
せ
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
は
、
私
も
賛
同
す
る
。

鬼
神
が
不
明
だ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
そ
の
原
因
が
あ
っ
た

は
ず
だ
。
力
と
し
て
は
で
き
た
の
だ
が
敢
え
て
行
わ
な
か
っ

た
の
か
。
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
と
も
鬼
神
の
力
も
、

も
と
も
と
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
私
に
は
分
か

ら
な
い
。
過
去
の
歴
史
的
事
例
は
鬼
神
が
善
を
賞
し
暴
を
罰

す
る
方
向
と
、
鬼
神
が
善
を
賞
せ
ず
暴
を
罰
し
な
い
方
向
と

に
分
岐
し
て
い
る
。
私
が
鬼
神
に
は
明
な
る
場
合
と
不
明
な

る
場
合
が
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
な
の

だ。
『
鬼
神
之
明
』
に
は
直
接
墨
子
の
名
称
は
見
え
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
『
鬼
神
之
明
』
を
墨
家
の
文
献
と
見
な
せ
る
で
あ

ろ
う
か
。
『
鬼
神
之
明
』
の
文
章
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
『
墨
子
』

と
酷
似
し
た
表
現
が
存
在
す
る
（
注
4
)
0

(
A
)

然
則
富
貴
為
賢
、
以
得
其
賞
者
誰
也
。
日
、
若
昔
者
三
代

聖
王
、
発
·
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
者
是
也
。
所
以
得
其

賞
何
也
。
日
、
其
為
政
乎
天
下
也
、
兼
而
愛
之
、
従
而
利

之
。
又
率
天
下
之
萬
民
、
以
尚
尊
天
事
鬼
、
愛
利
萬
民
。

是
故
天
鬼
賞
之
、
立
為
天
子
、
以
為
民
父
母
。
萬
民
従
而

巻
之
日
聖
王
、
至
今
不
已
。
則
此
富
貴
為
賢
、
以
得
其
賞

者
也
。
然
則
富
貴
為
暴
、
以
得
其
罰
者
誰
也
。
日
、
若
昔

者
三
代
暴
王
、
架
・
紺
・
幽
・
腐
者
是
也
。
日
、
何
以
知

其
然
也
。
日
、
其
為
政
乎
天
下
也
、
兼
而
憎
之
、
従
而
賊

之
。
又
率
天
下
之
民
、
以
話
天
侮
鬼
、
賊
殺
萬
民
。
是
故

天
鬼
罰
之
、
使
身
死
而
為
刑
裁
、
子
孫
離
散
、
室
家
喪
滅
、

(39) 



絶
無
後
嗣
゜
萬
民
従
而
非
之
日
暴
王
、
至
今
不
已
。
則
此

富
貴
為
暴
、
而
以
得
其
罰
者
也
。
（
『
墨
尚
賢
中
篇
）

然
ら
ば
則
ち
富
貴
賢
を
為
し
て
、
以
て
其
の
賞
を
得
た
る

者
は
誰
ぞ
や
。
日
く
、
昔
者
の
三
代
の
聖
王
、
発
・
舜
・

萬
•
湯
・
文
•
武
の
若
き
者
は
是
な
り
。
其
の
賞
を
得
た

る
所
以
は
何
ぞ
や
。
日
く
、
其
の
政
を
天
下
に
為
す
や
、

兼
ね
て
之
を
愛
し
、
従
り
て
之
を
利
す
。
又
た
天
下
の
万

民
を
率
い
て
、
以
て
天
を
尊
び
鬼
に
事
え
、
万
民
を
愛
利

す
る
を
尚
ぶ
。
是
の
故
に
天
鬼
は
之
を
賞
し
、
立
て
て
天

子
と
為
し
、
以
て
民
の
父
母
と
為
す
。
万
民
従
り
て
之
を

誉
め
て
聖
王
と
日
い
、
今
に
至
る
も
已
ま
ず
。
則
ち
此
れ

富
貴
賢
を
為
し
て
、
以
て
其
の
賞
を
得
た
る
者
な
り
。
然

ら
ば
則
ち
富
貴
暴
を
為
し
て
、
以
て
其
の
罰
を
得
た
る
者

は
誰
ぞ
や
。
日
く
、
昔
者
の
三
代
の
暴
王
、
架
・
紺
・
幽
．

腐
の
若
き
者
は
是
な
り
。
日
く
、
何
を
以
て
其
の
然
る
を

知
る
や
。
日
く
、
其
の
政
を
天
下
に
為
す
や
、
兼
ね
て
之

を
憎
み
、
従
り
て
之
を
賊
す
。
又
た
天
下
の
民
を
率
い
て
、

の
の
し

以
て
天
を
訴
り
鬼
を
侮
り
、
万
民
を
賊
殺
す
。
是
の
故
に

天
鬼
は
之
を
罰
し
、
身
は
死
し
て
刑
数
と
為
り
、
子
孫
は

離
散
し
、
室
家
は
喪
滅
し
て
、
絶
え
て
後
嗣
無
か
ら
使
む
。

万
民
は
従
り
て
之
を
非
り
て
暴
王
と
日
い
、
今
に
至
る
も

已
ま
ず
。
則
ち
此
れ
富
貴
暴
を
為
し
て
、

得
た
る
者
な
り
。

以
て
其
の
罰
を

(
B
)

子
言
日
、
代
聖
王
、
萬
•
湯
・
文
•
武
、
此
順

天
意
而
得
賞
也
。

I

三
代
暴
王
、
架
・
紺
・
幽
・
腐
、
此

反
天
意
而
得
罰
者
也
。
然
則
萬
•
湯
・
文
•
武
、
其
得
賞

何
以
也
。
子
墨
子
言
日
、
其
事
上
尊
天
、
中
事
鬼
紳
、
下

愛
人
。
故
天
意
日
、
此
之
我
所
愛
、
兼
愛
之
、
我
所
利
、

兼
利
之
。
愛
人
者
此
為
博
。
利
人
者
此
為
厚
。
故
使
貴
為

天
子
、
富
有
天
下
。
世
萬
葉
子
孫
、
偲
稲
其
善
、
方
施
天

下
、
至
今
稲
之
、
謂
之
聖
王
。
然
則
架
・
紺
・
幽
•
属
、

得
其
罰
何
以
也
。
子
墨
子
言
日
、
其
事
上
訴
天
、
中
註
鬼
、

下
賊
人
。
故
天
意
日
、
此
之
我
所
愛
、
別
而
悪
之
、
我
所

利
、
交
而
賊
之
。
悪
人
者
此
為
之
博
也
。
賊
人
者
此
為
之

厚
也
。
故
使
不
得
終
其
壽
、
不
歿
其
世
。
至
今
毀
之
、
謂

之

暴

王

。

天

志

上

篇

）

い
て
日
く
、
昔
の
三
代
の
聖
王
、
萬
•
湯
・
文
・

武
は
、
此
れ
天
意
に
順
い
て
賞
を
得
た
る
も
の
な
り
。
昔

の
三
代
の
暴
王
、
架
・
紺
・
幽
・
腐
は
、
此
れ
天
意
に
反

き
て
罰
を
得
た
る
者
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
萬
•
湯
・
文
・

武
の
、
其
の
賞
を
得
た
る
は
何
を
以
て
す
る
や
。
子
墨
子
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言
い
て
日
く
、
其
の
上
は
天
を
尊
び
、
中
は
鬼
神
に
事
え
、

下
は
人
を
愛
す
る
を
事
と
す
れ
ば
な
り
。
故
に
天
意
に
日

お
い

く
、
此
れ
我
が
愛
す
る
所
に
之
て
、
兼
ね
て
之
を
愛
し
、
こ
と

我
が
利
す
る
所
に
、
兼
ね
て
之
を
利
す
。
人
を
愛
す
る
者

此
く
も
博
き
を
為
す
。
人
を
利
す
る
者
此
く
も
厚
き
を
為

す
と
。
故
に
貴
き
こ
と
天
子
為
り
て
、
富
は
天
下
を
有
た

よ

よ

た

た

あ

ま

ね

し
む
。
世
万
葉
の
子
孫
は
、
伝
え
て
其
の
善
を
称
え
、
方
＜

天
下
に
施
し
、
今
に
至
る
も
之
を
称
え
、
之
を
聖
王
と
謂

う
。
然
ら
ば
則
ち
架
・
紺
・
幽
・
腐
の
、
其
の
罰
を
得
た

る
は
何
を
以
て
す
る
や
。
子
墨
子
言
い
て
日
く
、
其
れ
上

そ
し

は
天
を
話
り
、
中
は
鬼
を
註
り
、
下
は
人
を
賊
う
を
事
と

す
れ
ば
な
り
。
故
に
天
意
に
日
く
、
此
れ
我
が
愛
す
る
所

に
之
て
、
別
ち
て
之
を
悪
み
、
我
が
利
す
る
所
に
、
交
ご

も
之
を
賊
う
。
人
を
悪
む
者
此
く
も
博
き
を
為
す
。
人
を

賊
う
者
此
く
も
厚
き
を
為
す
と
。
故
に
其
の
寿
を
終
う
るそし

を
得
ず
、
其
の
世
を
歿
え
ざ
ら
し
む
。
今
に
至
る
も
之
を
毀

り
、
之
を
暴
王
と
謂
う
。

(
C
)
上
稽
之
発
・
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
之
道
、
而
政
逆
之
。

下
稽
之
架
・
紺
・
幽
・
腐
之
事
、
猶
合
節
也
。
（
『
墨
子
』

節
葬
下
篇
）

か

ん

が

ま

さ

上
は
之
を
発
・
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
の
道
に
稽
え
て
、
政

に
之
に
逆
い
、
下
は
之
を
架
・
紺
・
幽
•
贋
の
事
に
稽
え

て
、
猶
お
節
を
合
す
る
が
ご
と
し
。

(
D
)
昔
者
萬
•
湯
・
文
•
武
、
方
為
政
乎
天
下
之
時
日
、
必
使

飢
者
得
食
、
寒
者
得
衣
、
努
者
得
息
、

IL者
得
治
。
遂
得

光
巻
令
聞
於
天
下
。
（
中
略
）
然
今
以
命
為
有
者
、
昔
者
三

代
暴
王
、
架
・
紺
・
幽
・
腐
。
貴
為
天
子
、
富
有
天
下
。

於
此
乎
不
能
矯
其
耳
目
之
欲
、
而
従
其
心
意
之
辟
。
（
中
略
）

遂
失
其
宗
廟
。
（
『
墨
子
』
非
命
下
篇
）

あ
た

昔
者
は
萬
•
湯
・
文
•
武
、
政
を
天
下
に
為
す
の
時
に
方

り
て
日
く
、
必
ず
飢
う
る
者
を
し
て
食
す
る
を
得
、
寒
ゆ

る
者
は
衣
る
を
得
、
労
る
る
者
は
息
う
を
得
、
乱
る
る
者

は
治
ま
る
を
得
せ
使
め
ん
と
。
遂
に
光
巻
令
聞
を
天
下
に

得
る
。
（
中
略
）
然
ら
ば
今
命
を
以
て
有
り
と
為
す
者
は
、

昔
の
三
代
の
暴
王
、
架
・
紺
・
幽
・
腐
な
り
。
貴
き
こ
と

天
子
と
為
り
、
富
む
こ
と
天
下
を
有
つ
。
此
に
於
て
か
其

の
耳
目
の
欲
を
矯
む
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
其
の
心
意
の

辟
に
従
う
。
（
中
略
）
遂
に
其
の
宗
廟
を
失
う
。

(
E
)
昔
者
党
舜
萬
湯
、
仁
義
聖
智
、

天
下
法
之
。
此
以
貴
為
天
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」
1

富
有
天
下
、
長
年
有
春
、
後
世
述
之
、
則
鬼
紳

之
賞
、
此
明
癸
。
及
架
受
幽
腐
、
焚
（
債
）
聖
人
、
殺
諫

者
、
賊
百
姓
、
乱
邦
家
。
〔
此
以
架
折
於
一
納
山
、
而
受
首
於

岐
社
、
〕
身
不
没
為
天
下
笑
、
則
鬼
」
2
【
紳
之
罰
、
此
明
】

癸
。
（
『
鬼
神
之
明
』
）

昔
え
尭
．
舜
•
萬
•
湯
は
、
仁
義
聖
智
に
し
て
、
天
下
は

之
に
法
る
。
此
を
以
て
貴
き
こ
と
天
子
と
為
り
、
富
む
こ

と
天
下
を
有
ち
、
長
年
挙
ぐ
る
こ
と
有
り
て
、
後
世
之
を

述
ぶ
れ
ば
、
則
ち
鬼
神
の
賞
す
る
は
、
此
れ
明
ら
か
な
り
。

架
・
受
・
幽
・
腐
に
及
び
て
は
、
聖
人
を
債
し
、
諫
む
る

者
を
殺
し
、
百
姓
を
賊
し
、
邦
家
を
乱
す
。
此
を
以
て
架

は
一
納
山
に
折
ら
れ
て
、
受
は
岐
社
に
首
か
け
ら
れ
、
身
没

せ
ず
し
て
天
下
の
笑
い
と
為
ら
ば
、
則
ち
鬼
神
の
罰
す
る

は
、
此
れ
明
ら
か
な
り
。

先
頭
の

(
A
)で
は
、
・
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
と
架
・
紺
・

幽
・
腐
が
、
天
賞
を
受
け
た
聖
王
と
、
天
罰
を
受
け
た
暴
王
と
し

て
対
比
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に

(
B
)
で
は
、
萬
•
湯
・
文
•
武

と
架
・
紺
・
幽
•
属
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
（
C

）
で
は

(
A
)と

同
じ
く
、
尭
・
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
と
舛
ポ
・
討
・
幽
•
属
が
対

比
さ
れ
る
。
(
D
)
で
は

(
B
)
と
同
じ
く
、
萬
•
湯
・
文
•
武
と

架
・
紺
・
幽
・
腐
が
対
比
さ
れ
る
。

聖
王
の
側
は
萬
•
湯
・
文
•
武
の
四
人
だ
っ
た
り
、
発
·
舜
•

萬
•
湯
・
文
•
武
の
六
人
だ
っ
た
り
と
、
複
数
の
パ
タ
ー
ン
が
見

ら
れ
る
が
、
暴
王
の
側
は
決
ま
っ
て
架
・
紺
・
幽
・
腐
の
四
人
が

挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
パ
タ
ー
ン
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
類

似
す
る
構
図
は
、
鬼
神
の
賞
を
受
け
た
発
・
舜
•
萬
•
湯
と
、
鬼

神
の
罰
を
受
け
た
架
・
受
・
幽
・
腐
の
対
比
と
し
て
、

(
E
）
の
『
鬼

神
之
明
』
に
も
見
え
て
い
る
。
夏
の
架
王
と
殷
の
紺
王
を
暴
虐
な

王
の
代
表
と
し
て
挙
げ
る
例
は
、
『
孟
子
』
『
荘
子
』
『
荀
子
』
『
韓

非
子
』
な
ど
先
秦
の
文
献
に
数
多
く
見
え
る
。
だ
が
架
と
紺
に
さ

ら
に
周
の
幽
王
と
腐
王
を
加
え
（
注
5
)
、
こ
の
四
人
を
一
組
に
し
て

暴
王
と
非
難
す
る
の
は
、
『
墨
子
』
に
の
み
登
場
す
る
特
異
な
表
現

で
あ
る
。
『
鬼
神
之
明
』
に
こ
う
し
た
特
異
な
表
現
が
含
ま
れ
る
こ

と
は
、
『
鬼
神
之
明
』
が
墨
家
の
文
献
だ
っ
た
証
左
と
な
ろ
う
。

ま
た

(
A
)

は
、
三
代
の
聖
王
が
与
え
ら
れ
た
天
賞
の
具
体
的

内
容
と
し
て
、
「
立
為
天
子
、
以
為
民
父
母
」
と
「
萬
民
従
而
巻
之

日
聖
王
、
至
今
不
已
」
、
す
な
わ
ち
天
子
の
地
位
の
獲
得
と
末
代
ま

で
の
名
声
の
獲
得
の
二
点
を
挙
げ
る
。
同
様
に

(
B
)
も
、
天
賞

の
内
容
と
し
て
、
「
貴
為
天
子
、
富
有
天
下
」
と
「
世
萬
葉
子
孫
、

偲
稲
其
善
、
方
施
天
下
、
至
今
稲
之
、
謂
之
聖
王
」
の
二
点
を
挙

げ
る
。

(
D
)

で
も
、
「
遂
得
光
巻
令
聞
於
天
下
」
と
、
名
声
の
獲

得
の
側
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

(
E
)

の
『
鬼
神
之
明
』
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も
、
鬼
神
の
賞
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
「
貴
為
天
子
、
富
有
天
下
」

と
「
長
年
有
巻
、
後
世
述
之
」
の
二
点
を
挙
げ
て
い
て
、

(
A
)
(
B
)

(
D
)
と
の
間
に
強
い
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。

三
代
の
暴
王
に
降
さ
れ
た
天
罰
の
内
容
に
関
し
て
も
、

(
A
)

は

「
身
死
而
為
刑
裁
、
子
孫
離
散
、
室
家
喪
滅
、
絶
無
後
嗣
」
と
「
萬

民
従
而
非
之
日
暴
王
、
至
今
不
已
」
、
す
な
わ
ち
処
刑
さ
れ
て
社
稜

が
絶
え
た
こ
と
と
、
後
世
ま
で
悪
評
を
蒙
っ
た
こ
と
の
二
点
を
挙

げ
る
。
同
様
に

(
B
)
も
、
天
罰
の
内
容
と
し
て
「
不
得
終
其
壽
、

不
歿
其
世
」
と
「
至
今
毀
之
、
謂
之
暴
王
」
の
二
点
を
挙
げ
る
。

(
D
)
で
も
、
「
遂
失
其
宗
廟
」
と
宗
廟
の
断
絶
の
側
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て

(
E
)

の
『
鬼
神
之
明
』
も
、
鬼
神
の
罰
の
内

容
と
し
て
、
「
身
不
没
」
と
「
為
天
下
笑
」
の
二
点
を
挙
げ
て
い
て
、

や
は
り

(
A
)
(
B
)
（

D
)
と
の
間
に
強
い
類
似
性
を
示
し
て
い

る。
こ
の
よ
う
に
①
発
・
舜
•
萬
•
湯
も
し
く
は
、
萬
•
湯
・
文
・

武
や
党
・
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
と
架
・
紺
・
幽
・
腐
を
対
比
す

る
構
図
、
②
天
子
の
地
位
の
獲
得
と
後
世
に
ま
で
至
る
名
声
の
獲

得
を
上
天
や
鬼
神
の
賞
と
す
る
点
、
③
宗
廟
・
社
稜
の
断
絶
と
末

代
ま
で
の
汚
名
を
上
天
や
鬼
神
の
罰
と
す
る
点
の
三
点
に
わ
た
っ

て
、
『
墨
子
』
と
『
鬼
神
之
明
』
は
強
い
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
共
通
性
か
ら
、
『
鬼
神
之
明
』
を
墨
家
の
著
作
と
見
な
す

こ
と
に
は
全
く
問
題
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
鬼
神
が
明
か

不
明
か
と
い
っ
た
議
論
を
展
開
す
る
の
は
、
先
秦
に
お
い
て
は
墨

家
の
み
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
こ
の
点
か
ら
も
、
『
鬼
神
之
明
』
は

間
違
い
な
く
墨
家
の
文
献
だ
と
判
断
で
き
る
。

前
節
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
『
鬼
神
之
明
』
が
墨
家
の
文
献
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
だ
が
『
墨
子
』
に
は
、

(
1
)
親
士

以
下
七
篇
、

(
2
)
尚
賢
上
篇
以
下
十
論
二
十
三
篇
、

(
3
)
非
儒

下
篇
、
(
4
)
経
上
篇
以
下
墨
弁
六
篇
、

(
5
)
耕
柱
篇
以
下
説
話

類
五
篇
、

(
6
)
備
城
門
篇
以
下
守
城
法
十
一
篇
な
ど
、
形
式
や
性

格
を
異
に
す
る
多
様
な
諸
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
鬼
神
之
明
』

は
、
上
記
の
分
類
中
の
ど
れ
に
属
す
る
文
献
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

鬼
神
が
明
か
不
明
か
を
論
ず
る
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
真
っ
先
に
思

い
浮
か
ぶ
の
は
、
『
鬼
神
之
明
』
が
失
わ
れ
て
い
た
明
鬼
上
篇
か
明

鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
『
墨
子
』

中
の
諸
篇
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
推
測
が
妥
当
か
ど
う

か
を
考
え
て
み
た
い
。

「
汝
以
此
詰
之
」
と
、
話
者
と
問
答
を
交
わ
す
相
手
に
言
及
さ

れ
る
の
で
、
『
鬼
神
之
明
』
は
問
答
体
で
議
論
を
展
開
す
る
構
成
を

取
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
残
さ
れ
た
竹
簡
の
範
囲
内
で

は
、
「
汝
」
が
直
接
発
言
し
て
は
お
ら
ず
、
実
質
的
に
話
者
は
「
吾
」
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一
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
吾
因
嘉
」
と
し
て
登
場
す
る

話
者
は
、
墨
子
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

文
脈
か
ら
す
る
と
、
墨
子
の
明
鬼
論
に
疑
念
を
提
出
す
る
相
手

が
、
人
為
の
善
悪
と
鬼
神
の
賞
罰
が
対
応
し
な
い
実
例
を
持
ち
出

し
て
、
墨
子
の
明
鬼
論
を
批
判
し
た
部
分
が
、
第
一
簡
の
前
に
位

置
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
墨
子
が
、
確
か
に

人
為
の
善
悪
と
鬼
神
の
賞
罰
が
対
応
し
な
い
事
例
が
存
在
す
る
こ

と
を
認
め
る
発
言
を
行
う
部
分
が
接
続
し
て
い
て
、
「
鬼
神
に
明
な

る
所
有
り
不
明
な
る
所
有
り
」
と
す
る
『
鬼
神
之
明
』
は
、
そ
の

一
部
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

最
初
に
『
墨
子
』
説
話
類
と
『
鬼
神
之
明
』
を
比
較
し
て
み
る

が
、
そ
の
た
め

(
5
)

の
説
話
類
の
中
で
明
鬼
論
を
扱
う
も
の
を

次
に
示
し
て
み
る
。

(

a

)

 

公
孟
子
日
、
無
鬼
紳
、
又
日
、
君
子
必
學
祭
祀
。
子
墨
子

日
、
執
無
鬼
而
學
祭
證
、
是
猶
無
客
而
學
證
也
。
是
猶
無

魚
而
為
魚
苦
也
。
（
公
孟
篇
）

公
孟
子
日
く
、
鬼
神
無
し
と
、
又
た
日
く
、
君
子
は
必
ず

祭
祀
を
学
ぶ
と
。
子
墨
子
日
く
、
無
鬼
を
執
り
て
祭
礼
を

学
ぶ
は
、
是
れ
猶
お
客
無
く
し
て
礼
を
学
ぶ
が
ご
と
し
。

是
れ
猶
お
魚
無
く
し
て
魚
筈
を
為
る
が
ご
と
し
と
。

(
b
)

有
協
於
子
墨
子
之
門
者
。
謂
子
墨
子
日
、
先
生
以
鬼
紳
為

明
知
、
能
為
人
禍
幅
、
為
善
者
富
之
、
為
暴
者
禍
之
。
今

吾
事
先
生
久
突
。
而
幅
不
至
。
意
者
先
生
之
言
有
不
善
乎
、

鬼
紳
不
明
乎
。
我
何
故
不
得
幅
也
。
子
墨
子
日
、
雖
子
不

得
揺
吾
言
何
逃
不
善
、
而
鬼
紳
何
逮
不
明
。
子
亦
聞
乎

匿
刑
徒
之
有
刑
乎
。
封
日
、
未
之
得
聞
也
。
子
墨
子
日
、

今
有
人
於
此
什
子
。
子
能
什
巻
之
、
而
一
自
巻
乎
。
封
日
、

不
能
。
有
人
於
此
百
子
。
子
能
終
身
春
其
善
、
而
子
無
一

乎
。
封
日
、
不
能
。
子
墨
子
日
、
匿
一
人
者
、
猶
有
罪
。

今
子
所
匿
者
若
此
其
多
。
将
有
厚
罪
者
也
。
何
幅
之
求
。

（
公
孟
篇
）

子
墨
子
の
門
に
蒋
ぶ
者
有
り
。
子
墨
子
に
謂
い
て
日
＜
、

先
生
は
鬼
神
を
以
て
明
知
と
為
し
、
能
く
人
の
禍
福
を
為

め
、
善
を
為
す
者
は
之
を
富
ま
し
、
暴
を
為
す
者
は
之
に

禍
す
と
。
今
吾
れ
先
生
に
事
う
る
や
久
し
。
而
る
に
福
は

至
ら
ず
。
意
う
に
先
生
の
言
、
善
か
ら
ざ
る
こ
と
有
る
か
、

鬼
神
の
不
明
な
る
か
。
我
れ
何
の
故
に
福
を
得
ざ
る
や
と
。

子
墨
子
日
く
、
子
福
を
得
ざ
る
と
雖
も
、
吾
が
言
何
に
逃

り
て
か
善
か
ら
ず
し
て
、
鬼
神
何
に
逮
り
て
か
明
な
ら
ざ

ら
ん
や
。
子
は
亦
た
刑
徒
を
匿
う
の
刑
有
る
を
聞
け
る
か
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と
。
対
え
て
日
く
、
未
だ
之
を
得
て
聞
か
ざ
る
な
り
と
。

子
墨
子
日
く
、
今
此
に
人
有
り
て
子
に
什
ば
い
す
。
子
は

能
＜
什
た
び
之
を
誉
め
て
、
一
た
び
自
ら
を
誉
む
る
か
と
。

対
え
て
日
く
、
能
わ
ず
と
。
此
に
人
有
り
て
子
に
百
ば
い

す
。
子
は
能
く
終
身
其
の
善
を
誉
め
て
、
子
に
一
も
無
き

か
。
対
え
て
日
く
、
能
わ
ず
と
。
子
墨
子
日
く
、
一
人
を

匿
す
者
す
ら
、
猶
お
罪
有
り
。
今
子
の
匿
す
所
の
者
は
此

く
の
若
く
其
れ
多
し
。
将
に
厚
罪
有
ら
ん
と
す
。
何
の
福

か
之
れ
求
め
ん
や
と
。

(

C

)

子
墨
子
仕
曹
公
子
於
宋
。
三
年
而
反
。
賭
子
墨
子
日
、
始

吾
源
於
子
之
門
、
短
褐
之
衣
、
黎
糖
之
羮
、
朝
得
之
則
夕

弗
得
。
祭
祀
鬼
紳
、
今
而
以
夫
子
之
教
、
家
厚
於
始
也
、

有
家
享
。
謹
祭
祀
鬼
紳
、
然
而
人
徒
多
死
、
六
畜
不
蕃
、

身
湛
於
病
。
吾
未
知
夫
子
之
道
之
可
用
也
。
子
墨
子
日
、

不
然
、
夫
鬼
紳
之
所
欲
於
人
者
多
。
欲
人
之
慮
高
爵
緑
、

則
以
譲
賢
也
、
多
財
則
以
分
貧
也
。
夫
鬼
紳
堡
唯
櫻
黍
柑

肺
之
為
欲
哉
。
今
子
賑
高
爵
緑
、
而
不
以
譲
賢
、
一
不
詳

也
。
多
財
而
不
以
分
貧
、
二
不
詳
也
。
今
子
事
鬼
紳
、
唯

祭
而
已
突
。
而
日
病
何
自
至
哉
、
是
猶
百
門
而
閉
一
門
焉
、

日
盗
何
従
入
。
若
是
而
求
百
幅
於
鬼
紳
、
登
可
哉
。

（
魯
問
篇
）

(
d
)
 

子
墨
子
、
曹
公
子
を
宋
に
仕
え
し
む
。
三
年
に
し
て
反
る
。

子
墨
子
を
賭
て
日
く
、
始
め
吾
子
の
門
に
癖
び
し
と
き
は
、

短
褐
の
衣
、
黎
證
の
羮
、
朝
に
之
を
得
れ
ば
則
ち
夕
に
は

得
ず
。
鬼
神
を
祭
祀
す
る
や
、
今
は
而
ち
夫
子
の
教
え
を

以
て
、
家
は
始
め
よ
り
厚
く
、
家
享
有
り
。
謹
み
て
鬼
神

を
祭
祀
す
る
も
、
然
し
て
人
徒
は
多
く
死
し
、
六
畜
は
蕃

え
ず
、
身
は
病
に
湛
し
む
。
吾
は
未
だ
夫
子
の
道
の
用
う

べ
き
や
を
知
ら
ず
と
。
子
墨
子
日
く
、
然
ら
ず
、
夫
れ
鬼

神
の
人
に
欲
す
る
所
の
者
は
多
し
。
人
の
高
き
爵
禄
に
処

れ
ば
、
則
ち
以
て
賢
に
譲
り
、
財
多
け
れ
ば
則
ち
以
て
貧

に
分
か
つ
を
欲
す
。
夫
れ
鬼
神
登
に
唯
に
櫻
黍
柑
肺
の
み

を
之
れ
欲
す
る
と
為
さ
ん
や
。
今
子
は
高
き
爵
禄
に
処
る

も
、
而
し
て
以
て
賢
に
譲
ら
ざ
る
は
、
一
不
祥
な
り
。
財

多
き
も
而
し
て
貧
に
分
か
た
ざ
る
は
、
二
不
祥
な
り
。
今

子
の
鬼
神
に
事
う
る
は
、
唯
だ
祭
る
の
み
。
而
る
に
病
は

何
に
自
り
て
至
れ
る
や
と
日
う
は
、
是
れ
猶
お
百
門
に
し

て
一
門
を
閉
ざ
し
、
盗
は
何
に
従
り
て
入
れ
る
や
と
日
う

が
ご
と
し
。
是
く
の
若
く
し
て
百
福
を
鬼
神
に
求
む
る
は
、

登
に
可
な
ら
ん
や
と
。

子
墨
子
有
疾
。
鉄
鼻
進
而
問
日
、
先
生
以
鬼
紳
為
明
能
為
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禍
幅
、
為
善
者
賞
之
、
為
不
善
者
罰
之
。
今
先
生
聖
人
也
。

何
故
有
疾
。
意
者
先
生
之
言
、
有
不
善
乎
、
鬼
紳
不
明
乎
。

子
墨
子
日
、
雖
使
我
有
病
、
何
逮
不
明
。
人
之
所
得
於
病

者
多
方
。
有
得
之
寒
暑
、
有
得
之
努
苦
。
百
門
而
閉
門

焉
、
則
盗
何
逮
無
従
入
。
（
公
孟
篇
）

子
墨
子
疾
有
り
。
践
鼻
進
み
て
問
い
て
日
く
、
先
生
は
鬼

神
を
以
て
明
に
し
て
能
＜
禍
福
を
為
め
、
善
を
為
す
者
は

之
を
賞
し
、
不
善
を
為
す
者
は
之
を
罰
す
と
為
す
。
今
、

先
生
は
聖
人
な
り
。
何
の
故
に
疾
有
る
か
。
意
う
に
先
生

の
言
、
善
か
ら
ざ
る
こ
と
有
る
か
、
鬼
神
の
不
明
な
る
か

と
。
子
墨
子
日
く
、
我
を
し
て
病
有
ら
し
む
と
雖
も
、
何

に
逮
り
て
か
明
な
ら
ざ
ら
ん
。
人
の
病
を
得
る
所
の
者
は

方
多
し
。
之
を
寒
暑
に
得
る
も
有
り
、
之
を
労
苦
に
得
る

も
有
り
。
百
門
に
し
て
一
門
を
閉
ざ
さ
ば
、
則
ち
盗
は
何

に
逮
り
て
従
り
て
入
る
と
こ
ろ
無
か
ら
ん
や
。

先
頭
の
(

a

)

は
、
無
鬼
の
立
場
を
取
る
儒
家
の
公
孟
子
を
墨

子
が
批
判
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

(
b
)
(
C
)

（
d
)

は
、
明
鬼
論
に
疑
惑
を
表
明
す
る
門
人
と
、
疑
念
を
封
ぜ
ん
と
す

る
墨
子
の
問
答
で
あ
る
。
特
に

(
b
)
と

(
d
)

に
お
い
て
は
、

「
先
生
以
鬼
紳
為
明
知
」
「
鬼
紳
不
明
乎
」
「
鬼
紳
何
逮
不
明
」

(
b
)
、

「
先
生
以
鬼
紳
為
明
能
為
禍
幅
」
「
鬼
紳
不
明
乎
」
「
何
逮
不
明
」

(
d
)
と
、
鬼
神
が
明
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
か
が
議
論
の
主
題

と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
鬼
神
之
明
』
も
、
説
話
類
に
属

す
る
文
献
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

説
話
類
に
は
、
「
凡
言
凡
動
、
合
於
三
代
聖
王
発
·
舜
•
萬
•
湯
・

文
•
武
者
、
為
之
。
凡
言
凡
動
、
合
於
三
代
暴
王
架
・
紺
・
幽
．

腐
者
、
舎
之
」
（
貴
義
篇
）
、
「
古
者
三
代
暴
王
架
・
紺
・
幽
・
腐
、

爾
為
替
栗
、
不
顧
其
民
。
是
以
身
廊
刑
修
、
國
為
虚
戻
者
、
皆
従

此
道
」
（
公
孟
篇
）
、
「
昔
者
三
代
之
聖
王
萬
•
湯
・
文
•
武
、
百

里
之
諸
侯
也
。
説
忠
行
義
、
取
天
下
。
三
代
暴
王
架
・
紺
・
幽
．

腐
、
讐
忠
行
暴
、
失
天
下
」
（
魯
問
篇
）
な
ど
と
、
架
・
紺
・
幽
・

腐
の
四
人
を
暴
王
と
し
て
聖
王
と
対
比
す
る
構
図
も
見
え
る
。
こ

の
点
か
ら
も
、
『
鬼
神
之
明
』
を
説
話
類
に
属
す
る
文
献
だ
っ
た
と

推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

も
う
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
現
行
の
『
墨
子
』
の
先
頭
に

置
か
れ
て
い
る
、
親
士
•
修
身
•
所
染
・
法
儀
•
七
患
・
辞
過
・

三
弁
な
ど
の
諸
篇
と
同
類
の
文
献
の
一
部
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。法

儀
篇
で
は
、
『
鬼
神
之
明
』
と
同
じ
く
、
萬
•
湯
・
文
•
武
と

架
・
紺
・
幽
・
腐
が
聖
王
と
暴
王
の
例
と
し
て
対
比
さ
れ
て
い
る
。

昔
之
聖
王
萬
•
湯
・
文
•
武
、
兼
愛
天
下
之
百
姓
、
率
以
尊
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舜
染
於
許
由
伯
陽
。
萬
染
於
皐
陶
伯
盆
。
湯
染
於
伊
手
仲
魃
。

こ
れ
に
似
た
表
現
は
、
次
に
示
す
所
染
篇
に
も
見
え
る
。

天
事
鬼
、
其
利
人
多
。
故
天
幅
之
、
使
立
為
天
子
。
天
下
諸

侯
皆
賓
事
之
。
暴
王
架
・
紺
・
幽
•
属
、
兼
悪
天
下
之
百
姓
、

率
以
話
天
侮
鬼
、
其
賊
人
多
。
故
天
禍
之
、
使
遂
失
其
國
家
。

身
死
為
修
於
天
下
。
後
世
子
孫
、
毀
之
至
今
不
息
。
故
為
不

善
以
得
禍
者
、
舛
禾
・
紺
・
幽
・
腐
是
也
。
愛
人
利
人
以
得
幅

者
、
萬
•
湯
・
文
•
武
是
也
。
（
法
儀
篇
）

昔
の
聖
王
萬
•
湯
・
文
•
武
は
、
兼
ね
て
天
下
の
百
姓
を
愛

し
、
率
い
る
に
尊
天
事
鬼
を
以
て
し
て
、
其
の
人
を
利
す
る

こ
と
多
し
。
故
に
天
は
之
に
福
し
、
立
て
て
天
子
為
ら
し
む
。

天
下
の
諸
侯
は
皆
之
に
賓
事
す
。
暴
王
架
・
紺
・
幽
•
贋
は
、

兼
ね
て
天
下
の
百
姓
を
悪
み
、
率
い
る
に
天
を
訴
り
鬼
を
侮

ど
る
を
以
て
し
、
其
の
人
を
賊
う
こ
と
多
し
。
故
に
天
は
之

に
禍
し
、
遂
に
其
の
国
家
を
失
わ
し
む
。
身
は
死
し
て
天
下

に
修
せ
ら
る
る
を
為
す
。
後
世
の
子
孫
は
、
之
を
毀
り
て
今

に
至
る
も
息
ま
ず
。
故
に
不
善
を
為
し
て
以
て
禍
を
得
た
る

者
は
、
架
・
紺
・
幽
．
贋
是
な
り
。
人
を
愛
し
人
を
利
し
て

以
て
福
を
得
た
る
者
は
、
萬
•
湯
・
文
•
武
是
な
り
。

武
王
染
於
太
公
周
公
。
此
四
王
者
所
染
嘗
。
故
王
天
下
、
立

為
天
子
、
功
名
蔽
天
地
。
泉
天
下
之
仁
義
顕
人
、
必
稲
此
四

王
者
。
夏
架
染
於
干
辛
推
唸
。
殷
紺
染
於
崇
侯
悪
束
。
属
王

染
於
腐
公
長
父
榮
夷
終
゜
幽
王
染
於
偲
公
夷
察
公
穀
。
此
四

王
者
所
染
不
営
。
故
國
残
身
死
、
為
天
下
修
。
泉
天
下
不
義

辱
人
、
必
稲
此
四
王
者
。
（
所
染
篇
）

舜
は
許
由
伯
陽
に
染
ま
る
。
萬
は
皐
陶
伯
益
に
染
ま
る
。
湯

は
伊
手
仲
陛
に
染
ま
る
。
武
王
は
太
公
周
公
に
染
ま
る
。
此

の
四
王
な
る
者
は
染
ま
る
所
当
た
れ
り
。
故
に
天
下
に
王
た

り
て
、
立
ち
て
天
子
と
為
り
、
功
名
は
天
地
を
蔽
う
。
天
下

の
仁
義
顕
人
を
挙
ぐ
る
に
は
、
必
ず
此
の
四
王
の
者
を
称
す
。

夏
架
は
干
辛
推
昭
に
染
ま
る
。
殷
紺
は
崇
侯
悪
来
に
染
ま
る
。

腐
王
は
腐
公
長
父
榮
夷
終
に
染
ま
る
。
幽
王
は
偲
公
夷
察
公

穀
に
染
ま
る
。
此
の
四
王
の
者
は
染
ま
る
所
当
た
ら
ず
。
故

に
国
は
残
し
身
は
死
し
、
天
下
の
修
と
為
る
。
天
下
の
不
義

辱
人
を
挙
ぐ
る
に
は
、
必
ず
此
の
四
王
の
者
を
称
す
。

特
に
所
染
篇
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
鬼
神
之
明
』
で
「
榮
夷
公

者
、
天
下
之
乱
人
也
」
と
非
難
さ
れ
る
榮
夷
公
が
、
や
は
り
「
腐

王
染
於
贋
公
長
父
榮
夷
終
」
と
非
難
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
注
6
)
0

ま
た
『
鬼
神
之
明
』
で
「
伍
子
脊
者
、
天
下
之
聖
人
也
」
と
称
賛
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さ
れ
る
伍
子
詈
も
、
後
文
に
お
い
て
や
は
り

文
義
」
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
鬼
神
之
明
』
は
問
答
体
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
が
、
三
弁
篇
も
「
程
繁
問
於
子
墨
子
日
」
と
、
非
楽
論
の

是
非
を
め
ぐ
る
墨
子
と
程
繁
の
問
答
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
明
鬼
論
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
答
体
で
著
述
さ
れ
て
い

る
『
鬼
神
之
明
』
が
、

(
1
)

の
親
士
以
下
七
篇
と
同
様
の
性
格
を

持
つ
文
献
だ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。

第
三
の
可
能
性
と
し
て
は
、
『
鬼
神
之
明
』
が
亡
侠
し
て
い
た
明

鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
可
能
性
に
対
し
李
鋭
「
読
上
博
五
札
記
」
（
簡
吊
研
究

網
姑
）
は
、
『
鬼
神
之
明
』
が
『
墨
子
』
明
鬼
論
の
侠
文
だ
っ
た
可

能
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
以
下
の
よ
う
な
疑
念
を
提
示
す
る
（
注
7
)
0

『
墨
子
』
尚
賢
論
な
ど
の
諸
篇
は
、
す
べ
て
上
中
下
の
三
篇
が

あ
っ
て
文
意
が
近
似
し
て
お
り
、
墨
家
の
主
要
な
主
張
を
述
べ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
明
鬼
下
篇
に
は
、
「
鬼
紳
有
所
明
有
所
不
明
」
と

の
内
容
を
め
ぐ
る
討
論
は
存
在
し
な
い
。
も
し
『
鬼
神
之
明
』
が

明
鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
と
て
も
人
々

を
信
服
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
李
鋭
氏
は
、
鬼

神
に
不
明
な
所
が
あ
る
と
自
ら
認
め
て
し
ま
え
ば
説
得
力
を
失
う

と
し
て
、
『
鬼
神
之
明
』
が
明
鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
部
だ
っ
た

可
能
性
に
疑
義
を
表
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

「
呉
閾
間
染
於
伍
員

だ
が
説
話
類
の
中
で
も
、
人
為
の
善
悪
と
鬼
神
の
賞
罰
が
必
ず

対
応
す
る
と
の
因
果
律
に
対
し
て
は
、
門
人
か
ら
度
々
疑
念
が
表

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
墨
子
の
対
応
は
、
前
掲

(
b
)

(

C

)

の
よ
う
に
鬼
神
の
要
求
を
突
如
つ
り
上
げ
て
、
福
が
得
ら

れ
な
い
原
因
を
門
人
の
信
心
不
足
の
せ
い
に
し
た
り
、
(
d
)
の
よ

う
に
自
分
の
病
気
の
原
因
を
、
一
転
し
て
鬼
神
の
罰
以
外
の
原
因

に
求
め
た
り
と
、
論
点
を
そ
ら
し
て
逃
げ
を
打
つ
姿
勢
に
終
始
し

て
い
て
、
正
面
か
ら
の
論
破
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
現

象
が
物
語
る
よ
う
に
、
明
鬼
論
は
も
と
も
と
証
明
が
難
し
い
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
か
ら
、
正
面
か
ら
論
戦
を
展
開
し
た
場
合
、
後
退
せ

ざ
る
を
得
な
い
性
格
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
明
鬼
上
篇
や
明
鬼
中

篇
に
お
い
て
も
、
同
様
の
後
退
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
『
鬼

神
之
明
』
が
明
鬼
上
篇
か
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
と
推
定
し
て

も
、
格
別
の
矛
盾
は
生
じ
な
い
。

そ
も
そ
も
説
話
類
で
は
、
「
先
生
以
鬼
紳
為
明
知
」
「
鬼
紳
不
明

乎
」
「
鬼
紳
何
逃
不
明
」
(
b
)
と
か
、
「
先
生
以
鬼
紳
為
明
能
為

禍
幅
」
「
鬼
紳
不
明
乎
」
「
何
逃
不
明
」

(
d
)

と
、
鬼
神
が
明
で

あ
る
か
不
明
で
あ
る
か
が
、
す
で
に
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
『
鬼
神
之
明
』
が
鬼
神
が
明
で
あ
る
か
不
明
で
あ

る
か
を
主
題
に
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
墨
家
思
想
か

ら
逸
脱
し
た
異
質
な
立
場
と
理
解
す
る
必
要
は
な
い
。

さ
ら
に
明
鬼
下
篇
に
お
い
て
は
、
「
今
潔
く
酒
醜
菜
盛
を
為
り
て
、

(48) 



ま
こ
と

以
て
祭
祀
を
敬
慎
す
。
若
し
鬼
神
を
し
て
請
に
有
ら
し
め
ば
、
是

れ
其
の
父
母
娯
兄
を
得
て
之
に
飲
食
せ
し
む
る
な
り
。
登
に
厚
利

に
非
ざ
ら
ん
や
。
若
し
鬼
神
を
し
て
請
に
は
亡
か
ら
し
む
る
も
、

是
れ
乃
ち
其
の
為
る
所
の
酒
醗
菜
盛
の
財
を
費
や
す
の
み
。
且
つ

夫
れ
之
を
費
や
す
は
、
特
だ
之
を
汗
堅
に
注
ぎ
て
之
を
棄
つ
る
に

は
非
ざ
る
な
り
。
内
は
宗
族
、
外
は
郷
里
、
皆
得
て
具
に
之
を
飲

食
す
。
鬼
神
を
し
て
請
に
は
亡
か
ら
し
む
と
雖
も
、
此
れ
猶
お
以

て
耀
を
合
わ
せ
衆
を
緊
め
、
親
を
郷
里
に
取
る
べ
し
」
と
か
、
「
是

の
故
に
子
墨
子
日
く
、
今
吾
が
祭
祀
を
為
す
や
、
直
だ
之
を
汗
堅

に
注
ぎ
て
之
を
棄
つ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
上
は
以
て
鬼
の
福
に

交
わ
り
、
下
は
以
て
職
を
合
わ
せ
衆
を
緊
め
、
親
を
郷
里
に
取
る
。

若
し
鬼
神
に
し
て
有
ら
ば
、
則
ち
是
れ
吾
が
父
母
・
弟
兄
を
得
て

之
に
食
せ
し
む
る
な
り
」
と
、
墨
家
は
無
鬼
論
を
容
認
す
る
線
ま

で
後
退
し
、
ほ
と
ん
ど
論
証
を
放
棄
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

鬼
神
の
明
・
不
明
を
め
ぐ
る
厳
論
と
、
鬼
神
の
有
無
を
め
ぐ
る

議
論
を
比
較
す
れ
ば
、
墨
家
に
と
っ
て
後
者
の
側
が
よ
り
本
質
的

で
深
刻
な
議
論
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
る
に
明
鬼

下
篇
の
中
で
、
墨
家
は
鬼
神
が
存
在
し
な
い
と
す
る
主
張
ま
で
を

も
半
ば
容
認
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
鬼
神
に
も
不
明
な
場

合
が
あ
る
と
認
め
る
程
度
の
譲
歩
を
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
『
鬼
神

之
明
』
を
墨
家
本
来
の
立
場
を
逸
脱
し
た
異
質
な
立
場
と
理
解
す

る
必
要
な
ど
全
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
『
鬼
神
之
明
』
の
議
論
内
容

は
『
墨
子
』
が
収
録
す
る
議
論
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
し
『
鬼
神
之
明
』
を
明
鬼
上
篇
も
し
く
は
明
鬼
中
篇
の
侠

文
だ
っ
た
と
す
る
推
定
に
は
、
別
な
疑
問
点
も
存
在
す
る
。
現
存

す
る
十
論
の
諸
篇
で
は
、
「
攻
戦
を
飾
る
者
」
「
有
命
を
執
る
者
」

「
無
鬼
を
執
る
者
」
「
厚
葬
久
喪
を
執
る
者
」
「
兼
を
非
と
す
る
者
」

な
ど
、
学
団
外
の
論
敵
と
の
論
争
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
説
話
類

に
頻
出
す
る
よ
う
な
学
団
内
の
門
人
と
の
問
答
は
全
く
含
ま
れ
な

い
。
『
鬼
神
之
明
』
の
「
汝
」
は
、
学
団
外
の
論
敵
を
指
す
と
は
思

わ
れ
ず
、
門
人
を
指
す
可
能
性
が
高
い
（
注
8
)
。
こ
の
点
を
重
視
す

れ
ば
『
鬼
神
之
明
』
は
、
明
鬼
上
篇
や
明
鬼
中
篇
の
一
部
で
あ
る

よ
り
は
、
む
し
ろ
明
鬼
論
を
主
題
と
す
る
説
話
類
の
侠
文
か
、
親

士
以
下
七
篇
と
同
様
の
篇
の
侠
文
だ
っ
た
可
能
性
の
側
が
高
い
で

あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
鬼
神
之
明
』
は
説
話
類
の
侠
文
か
親

士
以
下
七
篇
と
同
様
の
篇
の
侠
文
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
く
、

前
二
者
に
較
べ
る
と
可
能
性
は
若
干
低
い
も
の
の
、
明
鬼
上
篇
も

し
く
は
明
鬼
中
篇
の
一
部
だ
っ
た
可
能
性
も
充
分
残
る
と
の
結
論

を
得
た
。
上
博
楚
簡
は
戦
国
中
期
（
前
三
四
二

S
前
二
八
二
年
）
、

前
三

0
0
年
頃
の
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
故
に
『
鬼
神
之
明
』

の
発
見
は
、
そ
れ
が
何
の
文
献
の
一
部
だ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、

戦
国
前
期
（
前
四

O

S
前
四
三
年
）
に
は
明
鬼
論
が
確
実
に
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墨
家
思
想
に
関
す
る
論
考
を
数
多
く
著
し
た
渡
辺
卓
氏
は
、
兼

愛
・
非
攻
・
尚
賢
は
弱
者
支
持
の
立
場
を
取
っ
た
初
期
墨
家
が
唱

え
た
主
張
、
節
用
・
節
葬
•
非
楽
は
領
域
国
家
の
富
国
強
兵
策
を

支
持
し
た
中
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張
、
尚
同
・
天
志
•
明
鬼
•
非

命
は
大
帝
国
に
よ
る
統
一
を
支
持
し
た
後
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張

だ
と
し
た
上
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
明
鬼
論
は
秦
帝
国
に
よ
る

統
一
直
前
に
後
期
墨
家
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
主
張
で
あ
り
、
明

鬼
下
篇
は
秦
帝
国
成
立
前
後
か
ら
秦
帝
国
の
盛
期
に
か
け
て
著
作

さ
れ
た
と
す
る
（
注
9
)
o

も
と
も
と
明
鬼
下
篇
は
非
命
論
な
ど
と
共
に
戦
国
末
期
に
出

発
し
た
天
志
論
の
補
説
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
成
立
は
秦
墨

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
別
に
述
べ
る
秦
墨
の
運
命
を

も
参
照
す
る
と
、
恐
ら
く
そ
れ
は
広
く
流
布
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
ず
、
一
篇
だ
け
が
単
行
す
る
に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
疑
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
渡
辺
卓
『
古
代
中
国
思
想
の

研
究
』
創
文
社
・
一
九
七
三
年
、
五
―
四
頁
）

四

成
立
し
て
い
た
証
左
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が
、
墨
家
思
想
の
研
究

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
次
に
検
討
し
て
み
る
。

第
三
期
は
前
三
世
紀
の
初
め
こ
ろ
か
ら
秦
帝
国
の
盛
期
こ
ろ

ま
で
続
く
後
期
墨
家
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
期
の
思
想
に
は

従
来
の
口
号
も
微
弱
な
が
ら
含
ま
れ
る
が
、
む
し
ろ
集
団
統

率
の
精
神
を
一
統
事
業
の
推
進
に
反
映
さ
せ
る
点
が
多
く
、

尚
同
・
天
志
は
出
現
す
べ
き
大
帝
国
へ
の
理
論
提
供
で
あ
り
、

明
鬼
•
非
命
は
そ
の
形
成
を
め
ざ
す
強
国
の
官
民
へ
の
激
励

の
辞
で
あ
っ
た
。
（
同
書
•
六
二
三
頁
）

後
期
墨
家
は
伝
統
的
な
口
号
に
よ
り
な
が
ら
も
、
集
団
統
率

の
経
験
を
時
務
論
に
と
り
い
れ
、
上
意
下
達
の
徹
底
を
勧
め

る
尚
同
論
や
そ
の
究
極
論
拠
と
し
て
の
天
志
論
を
唱
え
、
や

が
て
出
現
す
べ
き
大
帝
国
へ
の
理
論
提
供
を
策
し
た
。
あ
わ

せ
唱
え
た
明
鬼
•
非
命
の
両
論
は
、
神
々
を
主
宰
す
る
天
鬼

の
命
に
従
っ
て
人
事
を
尽
く
せ
ば
、
そ
こ
に
固
定
し
た
宿
命

論
の
成
立
す
る
余
地
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
天
鬼
の
嘉
賞
に
値

す
る
こ
と
を
主
張
し
、
統
一
事
業
に
突
進
す
る
強
国
の
君
臣

民
を
激
励
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
同
書
・
七
六
四
頁
）

こ
の
よ
う
に
渡
辺
氏
は
、
尚
同
・
天
志
•
明
鬼
•
非
命
を
大
帝

国
へ
の
理
論
提
供
を
策
し
た
一
連
の
思
想
と
捉
え
た
上
で
、
明
鬼

論
を
秦
の
統
一
事
業
に
協
力
し
た
秦
国
内
の
墨
者
が
、
秦
帝
国
成
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立
直
前
に
提
唱
し
た
思
想
だ
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
今
回

の
上
博
楚
簡
『
鬼
神
之
明
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
渡
辺
説
が
全
く

成
り
立
た
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

『
鬼
神
之
明
』
を
含
む
上
博
楚
簡
は
、
盗
掘
品
で
あ
る
た
め
正

確
な
出
土
地
点
は
不
明
で
、
副
葬
さ
れ
た
時
期
も
は
っ
き
り
し
な

い
。
そ
こ
で
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
で
炭
素
1
4
を
用
い

た
年
代
測
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
測
定
結
果
は
二
二
五
七
士
六
五

年
で
、
一
九
五

0
年
が
国
際
定
点
で
あ
る
か
ら
、
上
博
楚
簡
は
前

三
0
八
土
六
五
年
、
つ
ま
り
前
三
七
三
年
か
ら
前
二
四
三
年
の
間

の
書
写
と
な
る
。

ま
た
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
「
前
言
」
は
、

副
葬
時
期
に
つ
い
て
、
竹
簡
や
字
体
の
分
析
、
郭
店
楚
簡
と
の
比

較
か
ら
、
楚
が
秦
の
攻
撃
を
受
け
て
郡
か
ら
陳
に
遷
都
す
る
前
二

七
八
年
以
前
と
推
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
上
博
楚
簡
の
書
写

年
代
は
、
前
三
七
三
年
か
ら
前
二
七
八
年
の
間
と
な
る
。
と
す
れ

ば
、
原
著
の
成
立
時
期
は
当
然
写
本
の
書
写
年
代
を
か
な
り
遡
る

か
ら
、
『
鬼
神
之
明
』
は
遅
く
も
戦
国
前
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て

い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
墨
家
が
明
鬼
論
を
提
唱
し
た
意
図
を
、
「
神
々
を
主

宰
す
る
天
鬼
の
命
に
従
っ
て
人
事
を
尽
く
せ
ば
、
そ
こ
に
固
定
し

た
宿
命
論
の
成
立
す
る
余
地
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
天
鬼
の
嘉
賞
に

値
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
統
一
事
業
に
突
進
す
る
強
国
の
君
臣
民

を
激
励
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
秦
帝
国
に
よ
る
統
一
事
業
の

推
進
に
求
め
る
こ
と
は
、
全
く
不
可
能
と
な
る
。
と
同
時
に
、
尚

同
・
天
志
·
明
鬼
•
非
命
を
大
帝
国
へ
の
理
論
提
供
を
策
し
た
一

連
の
思
想
と
す
る
見
解
も
ま
た
、
根
抵
か
ら
覆
さ
れ
る
。
戦
国
前

期
の
墨
家
が
、
一
五

0
年
も
後
の
秦
帝
国
の
樹
立
を
予
見
し
、
そ

れ
に
協
力
す
る
た
め
の
理
論
を
予
め
用
意
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と

は
、
物
理
的
に
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
鬼
神
之
明
』
の
発
見

に
よ
っ
て
、
兼
愛
・
非
攻
・
尚
賢
は
弱
者
支
持
の
立
場
を
取
っ
た

初
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張
、
節
用
・
節
葬
•
非
楽
は
領
域
国
家
の

富
国
強
兵
策
を
支
持
し
た
中
期
墨
家
が
唱
え
た
主
張
、
尚
同
・
天

志
•
明
鬼
•
非
命
は
大
帝
国
に
よ
る
統
一
を
支
持
し
た
後
期
墨
家

が
唱
え
た
主
張
だ
と
す
る
渡
辺
説
は
、
も
は
や
そ
の
全
体
が
完
全

に
破
綻
し
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
注
10)o

十
論
は
す
で
に
墨
子
の
時
代
に
す
べ
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
最
も
直
接
的
な
証
拠
は
、
次
に
示
す
魯
問
篇
の
記

述
で
あ
る
。

子
墨
子
甜
魏
越
。
日
、
既
得
見
四
方
之
君
子
、
則
将
先
語
。

子
墨
子
日
、
凡
入
國
、
必
揮
務
而
従
事
焉
。
國
家
昏
乱
、
則

語
之
尚
賢
尚
同
。
國
家
貧
、
則
語
之
節
用
節
葬
。
國
家
憲
音

湛
涌
、
則
語
之
非
栗
非
命
。
國
家
淫
僻
無
證
、
則
語
之
尊
天

事
鬼
。
國
家
務
奪
侵
凌
、
即
語
之
兼
愛
非
攻
。
故
日
、
揮
務
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而
従
事
焉
。

子
墨
子
、
魏
越
を
源
ば
し
め
ん
と
す
。
日
く
、
既
に
四
方
の

君
子
に
見
ゆ
る
を
得
ば
、
則
ち
将
に
先
に
語
ら
ん
や
と
。
子

墨
子
日
く
、
凡
そ
国
に
入
ら
ば
、
必
ず
務
を
択
び
て
事
に
従

え
。
国
家
昏
乱
な
れ
ば
、
則
ち
之
に
尚
賢
・
尚
同
を
語
れ
。

国
家
貧
け
れ
ば
、
則
ち
之
に
節
用
・
節
葬
を
語
れ
。
国
家
音

に
窓
び
て
湛
涌
す
れ
ば
、
則
ち
之
に
非
楽
・
非
命
を
語
れ
。

国
家
淫
僻
に
し
て
礼
無
け
れ
ば
、
則
ち
之
に
尊
天
・
事
鬼
を

語
れ
。
国
家
奪
う
に
務
め
て
侵
凌
す
れ
ば
、
即
ち
之
に
兼
愛
・

非
攻
を
語
れ
。
故
に
日
く
、
務
を
択
び
て
事
に
従
え
と
。

墨
子
は
門
人
の
魏
越
に
対
し
、
遊
説
先
の
各
国
の
状
況
に
応
じ
、

説
得
す
べ
き
内
容
を
重
点
的
に
選
択
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
、
十
論
す
べ
て
が
出
揃
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
十
論
の

主
張
自
体
は
、
早
く
も
墨
子
の
時
代
に
す
で
に
そ
の
す
べ
て
が
成

立
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、

十
論
の
内
容
が
各
々
二
つ
ず
つ
の
計
五
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
墨
子
自
身
が
、
尚
賢
・
尚
同
、
節
用
・

節
葬
、
非
楽
・
非
命
、
天
志
•
明
鬼
、
兼
愛
・
非
攻
の
五
グ
ル
ー

プ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
た
目
標
と
性
格
を
持
つ
同
種
の
主
張
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
は
、
十
論
の
思
想
的
性
格

を
考
え
る
場
合
、
た
と
え
ば
尚
賢
論
と
尚
同
論
と
が
相
互
に
切
り

離
せ
な
い
密
接
な
内
的
連
関
を
保
つ
と
の
、
重
要
な
手
が
か
り
を

提
供
す
る
。

ま
た
相
手
の
国
情
に
応
じ
て
十
論
を
適
宜
使
い
分
け
よ
と
の
墨

子
の
発
言
は
、
十
論
の
最
終
目
的
が
、
い
ず
れ
も
諸
国
家
の
安
定

的
存
続
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
十
論
が
鬼
神

信
仰
を
も
含
め
て
、
初
め
か
ら
目
的
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て

用
意
さ
れ
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
十
論
の

主
張
は
、
前
掲
の
資
料
に
限
ら
ず
、
説
話
類
の
あ
ち
こ
ち
に
広
く

散
見
す
る
。
登
場
回
数
が
比
較
的
少
な
い
の
は
尚
賢
と
尚
同
で
、

先
の
資
料
を
入
れ
て
尚
賢
が
三
例
、
尚
同
が
二
例
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
、
十
論
の
他
の
主
張
が
儒
家
や
好
戦
的
君
主
と

の
深
刻
な
論
争
点
と
な
る
の
に
反
し
、
尚
賢
と
尚
同
と
が
当
時
に

あ
っ
て
は
最
も
周
囲
の
抵
抗
の
少
な
い
主
張
内
容
だ
っ
た
こ
と
の

反
映
で
あ
っ
て
、
墨
子
の
時
代
に
尚
賢
論
や
尚
同
論
が
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
（
注
11)°

墨
子
の
活
動
時

期
は
前
四
五

0
年
頃
か
ら
前
三
九

0
年
頃
ま
で
、
五
十
年
以
上
の

長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
十
論
す
べ
て
を
形
成
す
る
だ
け
の
時
間

的
余
裕
は
、
墨
子
一
代
の
間
に
お
い
て
も
充
分
に
あ
っ
た
と
見
な

す
べ
き
で
あ
る
。

耕
柱
・
貴
義
・
公
孟
・
魯
問
の
四
篇
は
す
べ
て
墨
子
の
言
行
録

で
、
ち
ょ
う
ど
儒
家
の
『
論
語
』
に
相
当
す
る
。
だ
が
従
来
は
『
論
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語
』
に
対
す
る
好
意
的
信
頼
と
は
対
照
的
に
、
後
代
に
成
立
し
た

信
憑
性
に
乏
し
い
資
料
で
あ
る
と
の
疑
い
が
か
け
ら
れ
、
あ
ま
り

積
極
的
に
は
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
時
代
性
や

地
域
性
な
ど
、
説
話
類
の
内
容
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
こ

れ
ら
は
間
違
い
な
く
墨
子
の
時
代
の
記
録
で
あ
る
（
注
12)
。
四
篇
に

記
さ
れ
る
門
人
た
ち
の
不
誠
実
で
怠
惰
な
行
状
と
、
そ
れ
に
対
応

す
る
墨
子
の
苦
況
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
が
記
す
「
後
世
の
墨
者
」

の
献
身
的
な
姿
と
は
全
く
異
質
で
あ
る
。
も
し
四
篇
が
戦
国
期
に

入
っ
て
か
な
り
時
が
経
っ
て
か
ら
墨
子
に
仮
託
し
て
偽
作
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
当
時
の
墨
家
の
実
態
を
反
映
し
て
、
威

厳
に
満
ち
た
墨
子
と
求
道
者
的
な
墨
者
の
姿
が
描
か
れ
る
は
ず
で

あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
墨
家
の
不
名
誉
を
喧
伝
す
る
内
容
と
は
、
決

し
て
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
説
話
類
は
墨
子
当
時
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
の
だ

が
、
そ
こ
に
十
論
す
べ
て
の
名
称
が
登
場
す
る
以
上
、
十
論
は
墨

子
の
時
代
に
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
論
は
全
体
と
し
て
―
つ
の
体
系
を
構
成
し
て
い
る
。
も
と
も
と

墨
子
の
思
想
は
、
大
国
に
よ
る
侵
略
と
併
合
に
よ
っ
て
周
の
封
建

体
制
が
破
壊
さ
れ
て
行
く
事
態
を
阻
止
し
て
、
天
下
の
諸
国
家
が

相
互
に
領
土
を
保
全
し
合
い
な
が
ら
、
安
寧
に
共
存
す
る
体
制
を

再
建
す
る
と
こ
ろ
に
、
最
終
目
的
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
十
論
の

う
ち
兼
愛
と
非
攻
は
、
他
国
へ
の
侵
攻
や
領
土
の
併
合
は
人
類
に

対
す
る
犯
罪
だ
と
訴
え
て
、
加
害
者
た
る
大
国
に
そ
の
中
止
を
求

め
る
意
図
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
（
注
13)
。
さ
ら
に
天
志
と
明
鬼
は
、

侵
略
と
併
合
は
上
天
と
鬼
神
も
禁
止
し
て
い
る
と
し
て
、
前
記
の

主
張
を
補
強
す
る
意
図
か
ら
形
成
さ
れ
た
。

強
国
に
よ
る
侵
略
と
併
合
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
被
害
者
と

な
る
弱
小
国
の
側
に
も
、
国
内
を
安
定
さ
せ
て
そ
れ
を
断
念
さ
せ

る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
国
内
の
社
会
秩
序
維
持
を
説
く
尚
賢
と

尚
同
、
冗
費
の
節
約
に
よ
る
国
家
財
政
の
強
化
を
説
く
節
用
と
節

葬
、
勤
勉
な
労
働
に
よ
る
富
の
増
産
を
説
く
非
楽
と
非
命
な
ど
は
、

そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
十
論
全
体
は
、
諸

国
家
を
保
全
し
て
封
建
体
制
を
維
持
せ
ん
と
す
る
、
一
個
の
思
想

体
系
を
形
作
っ
て
い
る
（
注
14)0

『
鬼
神
之
明
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
の
明
鬼
論
が
遅
く

も
戦
国
前
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た

以
上
、
十
論
は
墨
子
の
時
代
に
す
べ
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
十
論
の
主
張
の
成
立
時
期
と
十
論
三
十
篇
の
著
作
時
期
と

の
間
に
は
多
少
の
時
期
的
ず
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
鬼
神
之
明
』

の
文
体
と
十
論
の
文
体
が
酷
似
す
る
現
象
は
、
そ
の
時
期
的
ず
れ

が
極
め
て
短
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
鬼
神
之
明
』

に
よ
り
、
①
党
・
舜
•
萬
•
湯
も
し
く
は
、
萬
•
湯
・
文
•
武
や

発
・
舜
•
萬
•
湯
・
文
•
武
と
架
・
紺
・
幽
・
腐
を
対
比
す
る
構

図
、
②
天
子
の
地
位
の
獲
得
と
後
世
に
ま
で
至
る
名
声
の
獲
得
を
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(
1
)
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
が
収
録
す
る
曹
錦
炎
氏
の

釈
文
は
「
學
」
字
に
隷
定
す
る
が
、
容
名
春
「
読
《
上
博
五
•
鬼
神

之
明
》
篇
札
記
」
（
簡
吊
研
究
網
姑
、

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
)

が
「
春
」
と
す
る
の
に
従
っ
て
改
め
た
。
『
墨
子
』
尚
賢
中
篇
に
「
萬

民
従
而
餐
之
日
聖
王
、
至
今
不
已
」
と
あ
り
、
非
命
下
篇
に
「
遂
得

光
昏
令
聞
於
天
下
」
と
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
補
証
と
な
ろ
う
。

(
2
)
釈
文
は
「
焚
」
と
す
る
が
、
窒
名
春
「
読
《
上
博
五
•
鬼
神
之
明
》

注

上
天
や
鬼
神
の
賞
と
す
る
点
、
③
宗
廟
・
社
稜
の
断
絶
と
末
代
ま

で
の
汚
名
を
上
天
や
鬼
神
の
罰
と
す
る
点
な
ど
、
『
墨
子
』
に
特
徴

的
な
文
体
が
、
す
で
に
戦
国
前
期
に
は
確
立
し
て
い
た
情
況
が
判

明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
存
す
る
十
論
二
十
三
篇
の

成
書
年
代
は
、
墨
子
が
活
動
し
た
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期
に
か
け

て
の
時
期
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
上
記
①
②
③
の
特
徴
的
文
体
が
、
十
論
の
み
な
ら
ず
説
話

類
や
親
士
以
下
七
篇
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
は
、
説
話
類

や
親
士
以
下
七
篇
も
、
墨
子
が
活
動
し
た
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期

に
か
け
て
の
時
期
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

今
後
の
墨
家
思
想
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
知
見
を
充
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

篇
札
記
」
が
「
債
」
字
に
解
し
て
斃
・
殺
の
義
と
す
る
の
に
従
っ
た
。

(
3
)
釈
文
は
「
肝
」
と
す
る
が
、
塞
名
春
「
読
《
上
博
五
•
鬼
神
之
明
》

篇
札
記
」
が
「
諌
」
と
す
る
の
に
従
っ
て
改
め
た
。

(
4
)

以
下
『
墨
子
』
の
引
用
は
、
孫
胎
譲
『
墨
子
間
詰
』
に
よ
る
。
『
間

詰
』
や
私
見
に
よ
り
文
字
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
が
、
逐
一
の
注
記

を
省
い
た
。

(
5
)
幽
王
は
西
周
最
後
の
王
。
妃
の
申
后
や
太
子
を
廃
し
、
愛
姫
を
笑

わ
せ
る
た
め
に
虚
偽
の
焔
火
を
上
げ
る
な
ど
、
乱
脈
な
政
治
を
行
っ

た
の
で
人
心
を
失
い
、
申
后
の
実
家
で
あ
る
申
侯
や
西
夷
•
犬
戎
に

攻
め
ら
れ
、
醗
山
の
麓
で
殺
さ
れ
た
。
周
は
次
の
平
王
の
と
き
に
都

を
東
の
維
邑
に
遷
し
た
。
贋
王
は
幽
王
の
二
代
前
の
周
王
。
暴
虐
な

恐
怖
政
治
を
行
っ
た
の
で
人
民
に
背
か
れ
、
出
奔
先
で
死
亡
し
た
。

周
は
こ
の
後
、
共
和
と
呼
ば
れ
る
貴
族
の
合
議
体
制
を
経
て
か
ら
、

宣
王
が
即
位
し
た
。
宣
王
の
子
が
幽
王
で
あ
る
。

(
6
)
榮
夷
公
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
』
周
語
上
に
「
廣
王
説
榮
夷
公
。
（
中

略
）
榮
公
若
用
、
周
必
敗
。
既
榮
公
為
卿
士
、
諸
侯
不
享
、
王
流
干

菌
」
と
あ
り
、
『
史
記
』
周
本
紀
に
も
「
廣
王
即
位
三
十
年
、
好
利
近

榮
夷
公
。
（
中
略
）
贋
王
不
聴
。
卒
以
榮
公
為
卿
士
用
事
」
と
あ
る
。

(
7
)
李
鋭
「
読
上
博
五
札
記
」
（
簡
吊
研
究
網
姑
、

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
 

o. o
r
g
)

。

(
8
)
た
だ
し
説
話
類
の
中
で
墨
子
は
、
門
人
に
対
し
て
よ
り
丁
寧
な
「
子
」

の
呼
称
を
用
い
て
お
り
、
「
汝
」
の
語
を
用
い
て
は
い
な
い
。

(54) 



(
9
)
墨
家
思
想
に
関
す
る
渡
辺
卓
氏
の
一
連
の
論
考
は
、
『
古
代
中
国
思

想
の
研
究
』
（
創
文
社
・
一
九
七
三
年
）
の
第
三
部
に
収
録
さ
れ
て
い

る。

(10)
『
鬼
神
之
明
』
は
墨
子
が
学
団
を
創
設
し
た
魯
で
著
作
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。
そ
れ
が
南
方
の
楚
に
伝
わ
り
、
写
本
の
―
つ
が
湖
北
省

江
陵
の
楚
墓
に
副
葬
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
明
鬼
論
を

提
出
し
た
の
が
秦
の
墨
者
で
あ
り
、
明
鬼
論
は
秦
の
国
外
に
は
流
布

し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
渡
辺
氏
の
推
測
は
、
到
底
成
立

し
な
い
。
ま
た
初
期
の
兼
愛
・
非
攻
の
系
統
が
衰
え
る
に
つ
れ
て
、

後
期
の
尚
同
・
天
志
•
明
鬼
•
非
命
の
系
統
が
拾
頭
し
、
墨
家
が
弱

者
支
持
の
立
場
か
ら
、
し
だ
い
に
変
節
し
て
権
力
側
に
す
り
寄
り
、

最
後
は
大
帝
国
に
よ
る
統
一
を
支
持
す
る
反
動
的
立
場
へ
と
思
想
を

堕
落
さ
せ
て
い
っ
た
と
す
る
説
明
も
、
全
く
成
立
す
る
余
地
は
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

(11)

尚
賢
論
と
尚
同
論
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
墨
子
』
尚
賢
論

の
特
性
に
つ
い
て
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
第
7
7
巻
第
6
号
・
一
九
七
六

年
六
月
）
、
及
び
「
『
墨
子
』
尚
同
論
の
構
造
ー
天
子
専
制
理
論
と
の

対
比
ー
」
（
『
文
化
』
第
4
0
巻
第
1
.
2
号
・
一
九
七
六
年
九
月
）
参

照。

(12)

説
話
類
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
墨
家
集
団
の
質
的
変

化
ー
説
話
類
の
意
味
す
る
も
の
ー
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
34
集
・

一
九
八
二
年
十
月
）
参
照
。

(13)
兼
愛
論
と
非
攻
論
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
墨
家
思
想
の
体

系
的
理
解
(
-
)
ー
兼
愛
論
に
つ
い
て
ー
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
32

号
・
一
九
七
四
年
十
月
）
、
及
び
「
墨
家
思
想
の
体
系
的
理
解
（
二
）

ー
非
攻
論
に
つ
い
て
ー
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
3
3
号
・
一
九
七
五
年

六
月
）
参
照
。

(14)
墨
家
思
想
全
体
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
拙

著
『
墨
子
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
九
八
年
三
月
）
参
照
。

附
記
・
・
小
論
は
、
湯
浅
邦
弘
教
授
（
大
阪
大
学
）
を
研
究
代
表
者
と
す

る
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
・

基
盤

B

「
戦
国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
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